












































Kubovy（1986）は心的回転（e.g., Shepard & Metzler, 1971）に似た過程を想定している。
Kubovyによれば二次元面を斜めの位置から見る観察者は，誤った視点から正しい視点へと，
推理によって視点を変換する。多くの研究者は Kubovyと同様に，正しい視点の回復には認知
的操作が必要であると考えている。Rosinski（Rosinski & Farber, 1980, Rosinski, Mulholland, 






























































































観察者が正面から傾きが 0° の条件で観察した場合，長方形，トランプ刺激ともに縦 11.28 cm，




肌理背景は，観察者が正面から傾き 0° で観察した場合，縦と横が 19.28 cm（視角 5.52°）の
正方形であった。背景には縦方向に 11，横方向に 11の格子があり，格子の 1つの大きさは




60° のいずれかの傾きをシミュレートした。傾きが 30° の場合，刺激の幅は 6.33 cm（正面観察







で縦横比が 0.64，30° で 0.56，60° で 0.33だった。斜め位置からの観察の場合，刺激の幅の視
角は，シミュレートした傾きが 0° のとき 1.80°，30° のとき 1.57°，60° のとき 0.91° である。こ
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べてシミュレートした傾きを使用した。Rosinski & Faber （1980）の方法で計算すると，斜め






判断された傾きは大きかった。傾きの主効果に関して，0° の平均は 0.25（SE＝0.19），30° は 9.43


















背景あり 背景なし 背景あり 背景なし
観察位置 正面 斜め 正面 斜め 正面 斜め 正面 斜め
平均 21.67 22.67 17.60 16.07 17.67 18.33 16.00 15.73 
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